
令和元年９月１日　　　№ １５５

全国標語 ひとつずつ　いいね！で確認　火の用心 組合標語 消したはず　油断の心が　火事のもと

【火事・救急・救助は 局番なし 『１１９番』】    

 防災の日は台風、津波、地震等の災害についての理解を深め、対
処する心構えを準備するために創設されました。また、９月は年間を
通して台風の上陸が一番多い月です。 
 近年は、短時間に狭い範囲で非常に強く降る雨も頻発しており注
意が必要です。 
 この夏より避難情報の伝え方が変わり、「警戒レベル」を用いた避
難情報が発令されます。地域の皆さんで声をかけあって、安全確実
に避難しましょう。 
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〈消防団員募集〉　（問い合わせ　訓子府消防　４７－２４１９）

　

 ③保管について 
 
  不必要な保管は控えましょう。保管する場合は直射日光の当たる場 
 所や温度が高くなる場所は厳禁です。日陰の風通しのよい場所に保管 
 しましょう。 
 ※購入時には身分証の提示、使用用途の確認を求められることがあります。 

 ②ガソリンを入れる容器 
 
  ガソリン用携行缶を使用し 
 ましょう。灯油用ポリ容器に 
 ガソリンを入れることは静電 
 気により着火の危険性がある 
 ため、絶対に行わないでくだ 
 さい。 

 ①ガソリンの危険性 
 
  ガソリンの引火点は－４０℃で、小さな火源でも爆発的に燃焼 
 します。 
  ガソリンの蒸気は空気より重く、穴やくぼみなどに溜まりやす 
 く、離れたところにある火源（ライター等の裸火、静電気、衝撃、 
 電気スイッチの火花等）によって引火する可能性があります。   

救急講習会を開催します 
○開催日 ９月１０日（月） 
 
○時 間 １８時～２１時 
 
○申込先 訓子府消防 
       （４７－２４１９） 

 
○定 員 ２０名 
 
○その他 費用はかかりません。 
       動きやすい服装、汗拭 
       きタオル、飲み物持参 
       で参加してください。 

ガソリンの取扱いに 
ご注意ください 


